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(57)【要約】
【課題】異なる屋根の棟の角度に適合し、品質のばらつ
きがない水返し板及びその水返し板を備えた棟換気装置
を提供することを目的とする。
【解決手段】水返し板３０に、屋根の棟の長手方向に沿
って設けられる対向する一対の縦片３１ａ，３２ａ及び
棟の長手方向における縦片３１ａ，３２ａの両端に設け
られる一対の端片３１ｂ，３２ｂを設ける。縦片３１ａ
，３２ａと端片３１ｂ，３２ｂとで囲うように略矩形の
通気口３０ａを設ける。縦片３１ａ，３２ａの下辺にお
いて傾斜して設けられ、屋根の勾配に沿って取付けるた
めの傾斜片３１ｃ，３２ｃを設ける。その水返し板３０
は水返し板素体３１，３２に分かれた構造をなし、各水
返し板素体３１，３２は互いの端片３１ｂ，３２ｂにお
いて結合手段３３により回動可能に結合されることによ
り、一対の傾斜片３１ｃ，３２ｃのなす角を調整可能と
する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の小屋裏と屋外を通気可能にするための棟換気装置の一部として、屋根の棟の開口
部の上方に設けられ、
　前記棟の長手方向に沿って設けられて対向する一対の縦片と、
　前記棟の長手方向における前記縦片の両端に設けられる端片と、
　前記縦片の下辺において、前記縦片に対して傾斜して設けられ、屋根の勾配に沿って取
付けるための傾斜片と、を備え
　前記縦片及び前記端片を含む端面部とによって通気口を形成する水返し板であって、
　前記端面部において前記水返し板を少なくとも２つの水返し板素体に分けた構成とし、
　各水返し板素体は、前記端片側において結合手段により回動可能に結合されることによ
り、一対の前記傾斜片のなす角を調整可能とした水返し板。
【請求項２】
　屋根の棟の長手方向に沿って、屋根の棟の開口部に上方に取付けるための縦片と、
　前記縦片の棟の長手方向における両端部において、前記縦片と直交するように設けた端
片と、
　前記縦片の下辺に、前記縦片に対して傾斜して設けられる傾斜片とを備えた一対の水返
し板素体を有し、
　前記一対の水返し板素体の前記縦片どうしを対向させるとともに、前記一対の水返し板
素体の前記傾斜片のなす角が調整可能になるように、水返し板素体の端片どうしを重ねて
結合手段により回動可能に結合した水返し板。
【請求項３】
請求項１又は請求項２のいずれか１項の水返し板と、
前記水返し板の上方に設けられ、断面形状が逆凹型の換気装置本体とを備える、
棟換気装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の小屋裏と屋外を通気するために棟に設けられる棟換気装置に用いられ
る水返し板と、その水返し板を備えた棟換気装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建物の小屋裏の湿気や熱気がこもることを防止するため屋根の棟に設置される棟換気装
置が知られている。例えば、特許文献１に記載の棟換気装置は、建物の屋根の棟に設けら
れた換気のための開口部の上方に、その開口部を囲うように設けられた、通気口を有する
水返し板と、断面形状において逆凹型であり、水返し板の上方を覆うように設けられた換
気装置本体を備え、その換気装置本体は、棟の開口部及び水返し板の通気口に空気の通路
としてつながっている換気のための通気用開口部と、その通気用開口部を通じて外部から
侵入した雨水を換気装置本体の外部に排出するための透孔である水抜き孔を有するもので
ある。この棟換気装置は、棟の開口部、水返し板の通気口、及び換気装置本体に設けられ
た通気用開口部を通じて、小屋裏の湿気や熱気を外部へ排出する。水返し板は、棟の開口
部の周囲を囲うことによって、開口部から小屋裏に水が浸入することを防止するための部
品である。
【０００３】
　図８（Ａ）は、従来の棟換気装置の水返し板８０が屋根８５に取付けられた状態を示す
斜視図であり、図８（Ｂ）は、その水返し板８０を示す分解斜視図である。水返し板８０
は、屋根の開口部の左右に取付けられる左右の部材８１，８２と、端部部材８３，８４と
からなる。左右の部材８１，８２は、それぞれ、縦片８１ａ，８２ａと、各縦片８１ａ，
８２ａの両端に一体に設けられ、開口部８０ａを構成する端片８１ｂ，８２ｂと、縦片８
１ａ，８２ａの下辺を屋根８５の棟の角度に合うように、折り曲げた傾斜片８１ｃ，８２
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ｃと有する。端部部材８３，８４は、左右の部材８１，８２を組み合わせた状態でその組
み合わせたものの両端に外嵌するコ字形部８３ａ，８４ａと、屋根８５に取付けるための
傾斜片８３ｂ，８４ｂとを有する。
【０００４】
　この従来の換気装置の水返し板８０は、図８（Ｂ）に示すように、施工者等は、屋根８
５の棟の角度に合うように、左右の部材８１，８２及び端部部材８３，８４を、金属平板
を折り曲げて加工した後、図８（Ａ）のように屋根８５の棟の上に、各部材８１，８２，
８３，８４の傾斜片８１ｃ，８２ｃ，８３ｂ，８４ｂを屋根の斜面に合わせて配置し、こ
れらを釘等の固定具によって屋根８５に固定する。その後に、部材８１～８４間や屋根等
の部材の間の隙間に水が浸入しないように防水テープを貼りつけて防水処理（シーリング
）がされる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第３１２４９３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、このような水返し板を製造するにはある程度の熟練を要するため、誰でも製造
できるものではなく、品質にばらつきが生じるおそれがあった。
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑み、様々な棟の角度に適合し、施工者による現地製造や調達
が不要となることにより、施工の際に熟練が不要で、品質のばらつきがない水返し板及び
その水返し板を備えた棟換気装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の水返し板は、
　建物の小屋裏と屋外を通気可能にするための棟換気装置の一部として、屋根の棟の開口
部の上方に設けられ、
　前記棟の長手方向に沿って設けられて対向する一対の縦片と、
　前記棟の長手方向における前記縦片の両端に設けられる端片と、
　前記縦片の下辺において、前記縦片に対して傾斜して設けられ、屋根の勾配に沿って取
付けるための傾斜片と、を備え
　前記縦片及び前記端片を含む端面部とによって通気口を形成する水返し板であって、
　前記端面部において前記水返し板を少なくとも２つの水返し板素体に分けた構成とし、
　各水返し板素体は、前記端片側において結合手段により回動可能に結合されることによ
り、一対の前記傾斜片のなす角を調整可能とした水返し板である。
【０００９】
　請求項２の水返し板は、
　屋根の棟の長手方向に沿って、屋根の棟の開口部に上方に取付けるための縦片と、
　前記縦片の棟の長手方向における両端部において、前記縦片と直交するように設けた端
片と、
　前記縦片の下辺に、前記縦片に対して傾斜して設けられる傾斜片とを備えた一対の水返
し板素体を有し、
　前記一対の水返し板素体の前記縦片どうしを対向させるとともに、前記一対の水返し板
素体の前記傾斜片のなす角が調整可能になるように、水返し板素体の端片どうしを重ねて
結合手段により回動可能に結合した水返し板である。
【００１０】
　請求項３の棟換気装置は、
請求項１又は請求項２のいずれか１項の水返し板と、



(4) JP 2017-40127 A 2017.2.23

10

20

30

40

50

前記水返し板の上方に設けられ、断面形状が逆凹型の換気装置本体とを備える、
棟換気装置である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の水返し板及びその水返し板を備えた棟換気装置によれば、水返し板の端部にお
いて傾斜片が相対的に回動可能なように結合した結合手段を設けたことにより、水返し板
が長手方向の回動軸を中心として回動可能になり一対の傾斜片のなす角を調整することが
できる。このため、水返し板を様々な屋根の棟の角度に取付けることができる。また、施
工者による現地製造や調達が不要となることにより、施工の際に熟練が不要で、水返し板
及び水返し板を備えた棟換気装置の品質のばらつきを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の棟換気装置の一実施の形態を示す斜視図である。
【図２】本実施の形態の棟換気装置を示す断面図である。
【図３】本実施の形態の棟換気装置の分解斜視図である。
【図４】図３の換気装置本体の構造を示す分解斜視図である。
【図５】（Ａ）は本発明の一実施の形態の水返し板を屋根の棟に設置した状態を示す斜視
図、（Ｂ）は結合手段の断面図である。
【図６】（Ａ）～（Ｃ）は、異なる角度に回動した水返し板を示した図である。
【図７】屋根一体型太陽光発電システムに本発明の棟換気装置を適用した場合の一実施の
形態を示した断面図である。
【図８】（Ａ）は屋根の棟に従来の水返し板が設置された状態を示す斜視図、（Ｂ）は従
来の水返し板を構成する各部品を示した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１は本発明の一実施の形態である棟換気装置の斜視図である。図２は、本発明の一実
施の形態である水返し板及び棟換気装置が建物の屋根の棟取付けられた状態を示す断面図
である。図３は、棟の開口部及び棟換気装置の分解斜視図である。
【００１４】
　図１の棟換気装置１は、換気装置本体２（図３参照）の端部にエンドキャップ３を取付
け、エンドキャップ３は、棟を覆うための棟カバー４に取付けられる。
【００１５】
　図２において、棟換気装置１は、屋根４０の棟に設けられる開口部４０ａに水が浸入す
ることを防止する水返し板３０と、水返し板３０の上方に水返し板３０を覆うように設け
られ、断面形状が逆凹型の換気装置本体２とを備える。
【００１６】
　８は建物の棟木６上の垂木７によって支持される野地板であり、９はその野地板８上に
貼られるアスファルトルーフィングなどのルーフィングであり、そのルーフィング９の上
には仕上げ材である屋根材１０が貼られる。開口部４０ａは図３のようにその野地板８を
切って棟の長手方向に沿って設けられる。その開口部４０ａの上方に設けられる水返し板
３０の後述の傾斜片３１ｃは、ルーフィング９上に接して取付けられる。
【００１７】
　２０は、屋根の傾斜面と換気装置本体２の間に設けられる笠木である。笠木２０はシー
リング材２５を挟んで屋根材１０の上に釘等の固定具２２により固定される。その笠木２
０の上には釘等の固定具２３により換気装置本体２が固定される。換気装置本体２と屋根
材１０の間には、シーリング材２４が設けられる。
【００１８】
　図２において、換気装置本体２は、一対の本体部材１１と、本体部材１１に取付けられ
る上部カバー１４と、水抜き孔カバー１９と、端部の蓋板２１（図４参照）とを備える。
本体部材１１は、一方の本体部材１１の上端に設けられた筒状部１３ａに、他方の本体部
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材１１の上端に設けられた筒状部１３ｂを内嵌させることによって、本体部材１１どうし
が相対的に回動可能なようにヒンジ１３を構成する。
【００１９】
　上部カバー１４は、本体部材１１のタッピングホール１１ａ，１１ｂにねじ１５，１６
を螺合することによって、本体部材１１に取付けられる。この上部カバー１４は、通気用
の開口部１４ａを有する。４１，４２は、本体部材１１の内側に設けられた断熱材である
。
【００２０】
　図４は換気装置本体２の構成を示す分解斜視図であり、図４に示すように、本体部材１
１の側部において縦片１１ｆには水抜き用の孔１１ｇが設けられ、その外側の縦片１１ｈ
において一部を切り取った水抜き孔１１ｉが設けられて、縦片１１ｆ及び１１ｈの上端は
上部カバー１４が覆う。上部カバー１４の長手方向の両端側には、上部カバー１４と断面
形状が同一で通気用開口部を備えないカバー２６がねじ２７，２８により本体部材１１に
それぞれ取付けられる。
【００２１】
　図５（Ａ）は、屋根の棟に水返し板３０を設置した状態を示す斜視図である。図５（Ａ
）においては、屋根４０は部分的に示している。水返し板３０は、一方の水返し板素体３
１と、他方の水返し板素体３２に、水返し板３０の端面部３０ｂにおいて分けて構成され
る。また、水返し板素体３１，３２は、開口部４０ａを囲うように棟の長手方向に沿って
立てて設けられる縦片３１ａ，３２ａと、縦片３１ａ，３２ａの長手方向における両端部
において縦片３１ａ，３２ａと直交するように設けられた端片３１ｂ，３２ｂと、縦片３
１ａ，３２ａの屋根側である下辺において水返し板３０の側方へ傾斜するように設けた傾
斜片３１ｃ，３２ｃとを備える。ここで縦片３１ａ，３２ａ及び端片３１ｂ，３２ｂで略
矩形の通気口３０ａが形成される。また、縦片３１ａ，３２ａの上辺には水返し片３１ｄ
，３２ｄが曲成して設けられる。この水返し片３１ｄ，３２ｄは必須ではなく設けなくと
もよい。
【００２２】
　次に水返し板素体３１及び水返し板素体３２の結合手段について説明する。図５（Ｂ）
は、結合手段としてのリベット３３による結合機構３４を示した図である。このリベット
による結合機構３４は、水返し板素体３１の端片３１ｂのリベット挿通孔３１ｅと、水返
し板素体３２の端片３２ｂの挿通孔３２ｅを連通させた状態で、端片３１ｂ，３２ｂを重
ねて、リベット３３を挿通孔３１ｅ及び挿通孔３２ｅに挿通させて、リベット３３の頭３
３ａの反対側３３ｂを膨張させることによって、端片３１ｂと端片３２ｂ結合する機構で
ある。
【００２３】
　この結合手段であるリベット３３による一対の結合機構３４は、水返し板３０の両端部
において、リベット３３の中心軸である回動軸Ｌが棟の長手方向と平行になるように、棟
の長手方向と垂直な平面に対して面対称の位置に設けられる。このリベット３３は、通常
のリベットでも良いし、ブラインドリベットでもよい。また、結合手段は、端片３１ｂ，
３２ｂにおいて、回動可能に結合させることができる手段であればよいため、リベットの
替わりに、ボルトとナットによる結合機構でもよいし、ピンによる結合機構でもよいし、
その他のヒンジ構造等を採用してもよい。
【００２４】
　この結合手段によって、水返し板素体３１と水返し板素体３２は、両端部において回動
可能に結合して、図６（Ａ）～（Ｃ）に示すように傾斜片３１ｃと傾斜片３２ｃのなす角
θを変更させることができる。このため、水返し板３０は、傾斜片３１ｃ，３２ｃを屋根
の勾配に合わせることができるため、様々な屋根勾配に適合可能である。
【００２５】
　次に棟換気装置１の取付け手順について説明する。まず、屋根４０の棟の野地板８を切
り開口部４０ａを作成する。次に、野地板８にルーフィング９を貼りつける。そのルーフ
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ィング９上に水返し板３０の傾斜片３１ｃ，３２ｃを配置する。このとき、図６（Ａ）～
（Ｃ）のように水返し板３０の水返し板素体３１と３２を相対的に回動させて、傾斜片３
１ｃ，３２ｃのなす角θを調整し、傾斜片３１ｃ，３２ｃが屋根勾配に沿うようにする。
次に、傾斜片３１ｃ，３２ｃに不図示の釘等の固定具を打ちこみ屋根に固定する。
【００２６】
　次に図２のように屋根材１０を傾斜片３１ｃ，３２ｃを挟んでルーフィング９に取り付
ける。その後、屋根材１０と水返し板３０の間に水が入り込まないように防水テープ（不
図示）等を貼りつける。また、水返し板３０の端部と屋根４０との間、及び端片３１ｂ、
３２ｂの間やリベットによる結合機構にも水が入らないようにコーキング又は防水テープ
によるシーリングを行う。
【００２７】
　次に屋根材１０上に笠木２０を釘等の固定具２２によって固定する。次に笠木２０の上
に、笠木２０の側部と本体部材１１の側面１１ｊとを合せて釘等の固定具２３により換気
装置本体２を固定する。
【００２８】
　換気装置本体２は、前述のとおり、一対の本体部材１１をヒンジ１３において回動可能
に結合し、かつ、図４の本体部材１１にカバー２６をねじ２７，２８により取付けるとと
もに、本体部材１１の水抜き孔１１ｉに水抜き孔カバー１９をはめ込んだ後、上部カバー
１４をねじ１５，１６により取付ける。また、本体部材１１の長手方向における端部にお
いて、ねじ１７を蓋板２１のねじ挿通孔に挿通し、タッピングホール１１ａ，１４ｂ，１
１ｂ，１１ｃに螺合することにより固定する。
【００２９】
　換気装置本体２の端部には、シーリング材５を換気装置本体２とエンドキャップ３の間
に挟みながら、エンドキャップ３を不図示のねじにより換気装置本体２に固定する。また
、図１のようにエンドキャップ３は、その下方に棟カバー４が位置するように取付ける。
なお、蓋板２１と本体部材１１及びカバー２６の間、及びエンドキャップ３と棟カバーの
間は、必要に応じてコーキング等でシーリングを行う。また、棟カバー４の下には、不図
示の棟板を取り付ける。
【００３０】
　この棟換気装置１は、屋根４０の開口部４０ａ、水返し板３０の通気口３０ａ、換気装
置本体２の中央部２ａ（図２参照）及び上部カバー１４の通気用開口部１４ａを通じて、
小屋裏と建物の外部の通気が可能である。
【００３１】
　また、通気用開口部１４ａから雨水等の水が浸入した場合であっても、本体部材１１の
立ち上がり片１１ｅが換気装置本体２の中央部２ａに水が侵入することを抑制するととも
に、水は、その自重によって傾斜片１１ｋの傾斜に沿って移動し、水が水抜き用の孔１１
ｇ，１１ｉを通じて外部に排出される。水返し板３０の通気口３０ａの外側に水が存在し
た場合であっても、水返し板３０の通気口３０ａを構成する縦片３１ａ，３２ａ及び端片
３１ｂ，３２ｂにより、開口部４０ａが囲われているため、開口部４０ａを通じてその水
が小屋裏へ浸入することは防止される。
【００３２】
　このように、水返し板３０は、結合手段としての結合機構３４により棟の長手方向と平
行の回動軸を構成し回動可能となるため、傾斜片３１ｃと傾斜片３２ｃのなす角を調整す
ることができる。このため、水返し板３０は様々な屋根の棟の角度に適合可能である。そ
のことにより、ある程度の熟練を要する施工現場等での水返し板の製造作業が不要であっ
て、熟練せずとも水返し板の品質のバラつきを少なくすることができ、結果として、この
水返し板３０を用いた棟換気装置１の品質のバラつきも少なくすることができる。また、
水返し板３０は回動可能な角度の範囲において、種々の屋根の棟の角度に適合することが
分かっているから、屋根の棟の厳密な角度を確認せずとも水返し板３０を調達することが
できるため、従来のように施工現場の屋根の棟の角度を確認してから、その角度に正確に
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適合する水返し板を製造又は調達するという工程が不要となり、施工の効率が向上する。
【００３３】
　なお、本実施の形態においては、ルーフィング９と屋根材１０の間に水返し板３０の傾
斜片３１ｃ，３２ｃを取付けたが、屋根材１０の上に水返し板３０の傾斜片３１ｃ，３２
ｃを取付けてもよい。
【００３４】
　図７は、本発明の棟換気装置を屋根一体型太陽光発電システムに適用した場合の別の実
施の形態を示す断面図である。図７において、屋根の棟に設けられた開口部４０ａ、水返
し板３０及び換気装置本体２の構成は前述の実施形態と同様である。４５はソーラーパネ
ル５４を支持するための横架材としてのソーラーパネル側棟取付け材であり、４６は、屋
根材１０ａ側の棟取付け材である。図７において、図２と同じ用途、機能を有する部分に
は、同じ符号を用いている。
【００３５】
　この屋根のソーラーパネル側は、垂木7に支持された野地板８上にアスファルトルーフ
ィングなどのルーフィング９が貼られ、そのルーフィング９上に防火用の鋼板５１が取付
けられる。その鋼板５１上には縦桟５２がねじ７５により固定される。縦桟５２には、横
桟５３がねじ７６により取付けられるとともにアタッチメント５５がねじ７８により取付
けられる。そのアタッチメント５５には、ソーラーパネル側棟取付け材４５がねじ７７に
より取付けられる。
【００３６】
　ソーラーパネル５４は、太陽電池モジュール５０を内部に備えるとともに、横桟５３及
びブラケット５６により支持される。
【００３７】
　屋根のソーラーパネル５４を取付けない側では、野地板８上にアスファルトルーフィン
グ等のルーフィング９が貼られ、そのルーフィング９上に屋根材１０ａが設けられる。ま
た、ルーフィング９上に屋根材側棟取付け材４６がねじ６９により取付けられる。屋根材
側棟取付け材４６の長手方向は、換気装置本体２と同様に、棟の長手方向と同一方向であ
る。
【００３８】
　屋根材１０ａ上には、雨押え用の下地材６０がねじ６１により取付けられる。雨押え６
２は、下地材６０に釘等の固定具６３により取付けられ、屋根材側棟取付け材４６の側片
４６ｂに当接しつつ、雨押え用の下地材６０を覆う。
【００３９】
　屋根材側棟取付け材４６の側片４６ｂの外側に、返し片４６ｃが設けられ、側片４６ｂ
、上片４６ａ及び返し片４６ｃで断面形状が逆凹型をなし、返し片４６ｃの内側と雨押え
６２の間にシール材７９が設けられる。
【００４０】
　ソーラーパネル側棟取付け材４５の上片４５ａ及び屋根材側棟取付け材４６の上片４６
ａの上には、換気装置本体２を取付けるための下地材６５がねじ（不図示）により取付け
られ、その下地材６５上に換気装置本体２が釘等の固定具６６により取付けられる。
【００４１】
　換気装置本体２は、長手方向においてソーラーパネル側棟取付け材４５及び屋根材側棟
取付け材４６よりも短く構成した場合には、棟取付け材４５，４６の上側が換気装置本体
２により覆われていない部分については、ルーフィング材（不図示）によって、棟取付け
材４５，４６の上部及び、その長手方向における端部をまとめて覆い、そのルーフィング
材の上に不図示の棟カバー下地材とともに棟カバー７０を取付け、かつ、換気装置本体２
の長手方向における端部には、エンドキャップ３（図１参照）を取付ける。７１及び７２
は、屋根の棟の長手方向における端部の屋根に設けられる化粧カバーである。
【００４２】
　このように、本実施の形態の棟換気装置は、ソーラーパネル５４を設置した屋根におい
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て、棟に水返し板３０、棟取付け材４５，４６及び換気装置本体２を取付けたため、棟の
開口部４０ａ、水返し板３０の通気口３０ａ、棟取付け材４５，４６の上片４５ａと上片
４６ａの間４７、及び換気装置本体の通気用開口部１４ａを通じて、小屋裏と建物の外部
の通気が可能である。
【００４３】
　本実施の形態においても前述の実施形態と同様に、水返し板３０が様々な屋根勾配に適
合可能であることにより、現地調達又は現地加工が不要であり、水返し板３０及び水返し
板３０を備えた棟換気装置の品質のばらつきが防止できる。
【００４４】
　本実施の形態においては、図７のように屋根の片側のみにソーラーパネル５４が設けら
れた屋根一体型太陽光発電システムの場合を示したが、屋根の両側にソーラーパネル５４
を設けてもよい。
【００４５】
　上記いずれの実施の形態においても、換気装置本体２は、長手方向に複数並べて連続し
て配置してもよい。その場合、換気装置本体２の端面部同士が対向する部分の隙間から水
が入り込まないように上からカバー（不図示）をする。換気装置本体２どうしの間は、互
いに水が移動しないようにシーリングすることが好ましい。また、水返し板３０も棟の長
手方向に沿って複数設けて棟換気装置を構成してもよい。
【００４６】
　なお、上記いずれの実施の形態においても、水返し板３０の結合手段は水返し板素体３
１，３２の端片３１ｂ，３２ｂにおいて一つの結合手段（リベット３３による結合機構３
４）で結合する例を示したが、本発明はこれに限定されず、端片３１ｂと端片３２ｂの間
に別に結合板を設け、その結合板と端片３１ｂとをリベット結合機構により結合し、それ
とは別途に結合板と端片３２ｂをリベットによる結合機構で結合してもよい。すなわち、
様々な屋根の棟の角度に適合するために傾斜片３１ｃ，３２ｃのなす角度が調整できるよ
うな、棟の長手方向と同一方向の回動軸が確保できればよく、水返し板３０をその長手方
向における端面部において４つ以上の水返し板素体に分けて構成してもよい。
【００４７】
　また、本発明の実施の形態を説明したが、その他、本発明の要旨を逸脱しない範囲にお
いて、構成部材やその組み合わせについて、種々の変更、付加が可能である。
【符号の説明】
【００４８】
１　棟換気装置
２　棟換気装置本体
２ａ　中央部
３　エンドキャップ
４　棟カバー
７　垂木
８　野地板
９　ルーフィング
１０　屋根材
１０ａ　屋根材
１１　本体部材
１４　上部カバー
１４ａ　通気用開口部
３０　水返し板
３０ａ　通気口
３０ｂ　端面部
３１，３２　水返し板素体
３１ａ，３２ａ　縦片
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３１ｂ，３２ｂ　端片
３１ｃ，３２ｃ　傾斜片
３３　リベット
３４　結合機構（結合手段）
４０ａ　開口部
４５　ソーラーパネル側棟取付け材
４６　屋根材側棟取付け材
５１　鋼板
５２　縦桟
５３　横桟
５４　ソーラーパネル

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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